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清末期中国における日本女子教育の受容
――単士厘、厳修、張謇の日本視察に着目して――
The Acceptance of Japanese Female Education in Late Qing China:






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































　   中国婦女本罕出門、更無論冒大雨歩行于稠人広众之場。予因告子婦曰：“今日之行専為拓開知識起見。雖躑躅
雨中、不為越礼、況尓侍舅姑而行乎？但帰東京後、当恪守校規、無軽出。予謂論婦徳究以中国為勝、所恨無
学耳。東国人能守婦徳、又益以学、是以可貴。



























































































































































































































































































































































































































































清末期中国における日本女子教育の受容 ―単士厘、 厳修、 張謇の日本視察に着目して―　　孫　長亮
日本的特色を帯びたと言える。また、当時の清政府は、張謇のような数少ない官紳が女子も国民教
育の範疇に属すると唱導しても、ただ依然として日本女子教育の授業科目を模倣するのみであり、
女子教育の国民化という思想面については全く触れなかった。
　ともあれ、官紳らが在日の視察過程において、女子教育に対して日本教育者と多くの筆談交流を
も行ったことに関しては、本稿において十分に論じることは適わなかった諸問題を含め、稿を改め
て論じたい。
